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明治の面影が残る景色
「大磯オープンガーデン2018」開催

　新緑の香り漂うなか、町内お花め

ぐりはいかがですか。

と　き　５月11日（金）～13日（日）

　　　　10時～16時

ところ　オープンガーデンに参加さ

　　　　れているお庭など

●昨年に引き続き「大磯アフタヌー

ンティー」を同時開催。

町内24店舗のカフェで、オリジナル

限定メニューを楽しめます。

※来訪者用の駐車場はありません。

ご近所の迷惑にならないよう静かに

ご鑑賞をお願いします。

問�オープンガーデンホーム運営委員会

　（大磯町商工会内）☎（61）0871

カンカラ三線演歌師　岡 大介トー
ク＆ライブ～唖蝉坊演歌の魅力～

　明治５年大磯に生まれた明治・大

正の人気演歌師・添田唖蝉坊の魅力

を今に伝える岡大介さんが、語り、

唄います。（邸内もご覧になれます）

とき　５月21日（月）午前・午後２回

受付　①10時　②13時

開演　①11時　②14時

ところ　旧吉田茂邸

　　　　金の間

出演　岡　大介氏

定員　各回40人

費用　500円（入館料）

申込み　５月７日（月）から

問･申生涯学習課　☎内線323

 kouza@town.oiso.kanagawa.jp

明治150年特別公演「新内 ジョン万
次郎」／「落語」と「小唄」
10月29日（月）  大磯だいすき倶楽部

明治150年記念シンポジウム
（仮称）「近代国家確立に奔走した政
界人と現存する旧邸宅群」
10月～12月　大磯まちづくり会議

開運！なんでも鑑定団 出張お宝鑑定
in 大磯
11月３日（土・祝）　収録予定

産業観光課

明治150年記念・OISO学び塾Ⅳ
「明治天皇の東幸と大磯宿」
11月17日（土）

生涯学習課

明治150年記念・OISO学び塾Ⅴ
「マリア・ルス号事件と神奈川県権
令大江卓」
12月７日（金）　生涯学習課

まち歩きツアー
明治の群像　明治の産業を興し、財
閥を創った男たち
平成31年３月16日（土）

大磯ガイド協会

商工会青年部　壁画事業
５月26日（土）　大磯町商工会

旧安田善次郎邸のさつきと邸内見学
５月27日（日）　大磯町観光協会

まち歩きツアー
明治の立憲政治確立に貢献した男たち
６月９日（土）　大磯ガイド協会

明治150年記念・OISO学び塾Ⅱ
「政治史のなかの大磯」１～２
９月８日（土）・15日（土）

生涯学習課

まち歩きツアー
大磯を愛し作品を遺した明治の文化人
９月15日（土）　大磯ガイド協会

旧安田善次郎邸の十五夜観月会
９月24日（月・祝）　大磯町観光協会

明治150年記念 図書館映画会
９月下旬　大磯町立図書館

明治150年記念 図書館教養講座
「伊藤博文と県内三つの邸宅（別荘）」
９月～10月　大磯町立図書館

大磯コミュニティカレッジ明治150
年記念特別講座
１部「伊藤博文と大隈重信の角逐」
２部「今、甦るジョン万次郎」
３部「 ピアノをたたけば文明開化の

音がする」
10月６日（土）  大磯だいすき倶楽部

※各種イベントには事前申し込みが必要なものもあります。詳細は、今後の町広報、各チラシ、ホームページ等でご確認ください。

1863年（文久３）
将軍家茂の
御上洛錦絵

（周磨〈河鍋暁斎〉
作）

明治150年記念関連行事 歴史を振り返ることで、新たな大磯の未来を考
えるきっかけになるような事業をめざします。

「明治期の大磯海水浴場はこんな感じ」
７月～８月　ポートハウスてるがさき

明治150年記念 図書館蔵書展
「（仮称）明治時代の文学と神奈川」
８月～９月　大磯町立図書館

「明治150年偉人たちの奥座敷・大磯
～別荘地の拡がり～ 」
10月　県立大磯城山公園

明治150年記念企画展
「（仮称）湘南社の活動と近代地方行政」
10月13日（土）～12月９日（日）

大磯町郷土資料館

明治150年記念 大磯邸園文化資産の
紹介リーフレット「大磯建物語～滄
浪閣他～」
10月～12月頃　大磯まちづくり会議

明治150年記念 企画展図録
「（仮称）湘南社の活動と近代地方行政」
10月　大磯町郷土資料館

展示会 刊行物
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せ
持
っ
て
お
り
、長
期
療
養
施
設（
サ

ナ
ト
リ
ウ
ム
）
の
先
駆
け
と
な
り
ま

し
た
。

　滞
在
客
の
利
用
し
た
貸
家
や
貸
間

も
特
徴
的
で
す
。
明
治
43
年
の
横
浜

貿
易
新
報
に
は
、
１
０
０
軒
余
り
の

貸
間
の
存
在
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　別
荘
に
出
入
り
す
る
商
人
や
職
人

も
多
く
、
大
磯
町
の
経
済
活
動
全
般

に
大
き
く
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
分

か
り
ま
す
。

　こ
の
よ
う
な
文
化
が
生
ま
れ
た
背

景
に
は
、
大
磯
が
江
戸
時
代
ま
で
宿

場
で
あ
っ
た
こ
と
に
関
係
し
て
い
ま

す
。
宿
場
に
は
、
様
々
な
人
、
物
資
、

新
し
い
情
報
が
行
き
交
っ
て
お
り
、

開
か
れ
た
地
域
性
と
新
し
い
物
事
に

挑
戦
す
る
気
質
が
あ
り
ま
し
た
。
社

会
の
矛
盾
を
風
刺
し
た
演
歌
師
と
し

て
活
躍
し
た
添
田
唖
蝉
坊
を
輩
出
し
、

民
権
結
社
「
湘
南
社
」
が
大
磯
に
設

置
さ
れ
て
自
由
民
権
運
動
が
芽
生
え

た
こ
と
も
、
こ
う
し
た
影
響
が
考
え

ら
れ
ま
す
。

問
生
涯
学
習
課

　☎
内
線
３
２
３

本
順
が
転
地
療
養
と
し
て
海
水
浴
を

薦
め
た
こ
と
が
始
ま
り
で
す
。
当
初

は
旅
館
に
長
期
滞
在
を
し
な
が
ら
療

養
し
て
い
ま
し
た
が
、
よ
り
快
適
な

日
常
生
活
を
求
め
て
自
ら
の
別
荘
を

所
有
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ
の

先
駆
け
と
な
っ
た
の
が
、
初
代
内
閣

総
理
大
臣
を
務
め
た
伊
藤
博
文
の
滄

浪
閣
で
し
た
。

　ま
た
、
明
治
20
年（
１
８
８
７
）の 

新
橋
・
国
府
津
間
の
鉄
道
開
通
と
大

磯
停
車
場
の
開
業
も
、
別
荘
の
増
加

に
拍
車
を
か
け
ま
し
た
。
や
が
て
、

大
磯
町
に
は
立
憲
政
治
の
確
立
に
貢

献
し
た
数
多
く
の
先
人
た
ち
が
居
を

構
え
、「
政
界
の
奥
座
敷
」
と
呼
ば

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
広
い
敷
地

を
持
つ
別
荘
が
次
々
と
建
て
ら
れ
た

こ
と
が
、
そ
の
後
の
大
磯
町
の
都
市

構
造
や
景
観
に
も
深
く
関
わ
っ
て
い

ま
す
。

明
治
に
生
ま
れ
た
文
化

　明
治
期
以
降
、
大
磯
町
で
は
、
特

色
あ
る
文
化
が
生
ま
れ
育
ち
ま
し
た
。

　例
え
ば
、
現
在
の
海
の
家
は
、
海

水
浴
場
開
設
当
初
か
ら
設
置
さ
れ
て

い
た
海
水
茶
屋
に
由
来
し
て
い
ま
す
。

　海
水
茶
屋
に
所
属
し
、
海
水
浴
客

の
安
全
管
理
や
遊
泳
指
導
な
ど
の
役

割
を
担
っ
た
ジ
イ
ヤ
は
、
い
わ
ば
現

代
の
「
ラ
イ
フ
セ
イ
バ
ー
」。
海
水

浴
場
を
支
え
た
陰
の
功
労
者
で
し
た
。

　海
水
浴
客
の
た
め
に
設
け
ら
れ
た

旅
館
・
禱
と
う
り
ゅ
う
か
ん

龍
館
は
、
病
院
機
能
を
併

遺
そ
う
と
い
う
取
組
み
が
全
国
各
地

で
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
長
い
歴
史

を
も
つ
大
磯
町
に
お
い
て
も
、
明
治

期
は
特
別
な
時
代
で
す
。

　江
戸
時
代
ま
で
の
大
磯
は
、
東
海

道
の
宿
場
と
し
て
繁
栄
し
て
い
ま
し

た
が
、
明
治
維
新
と
と
も
に
宿
場
の

機
能
を
失
い
、
経
済
は
閉
塞
し
て
い

き
ま
す
。
そ
う
し
た
状
況
を
一
変
さ

せ
た
の
は
、明
治
18
年
（
１
８
８
５
）

の
大
磯
海
水
浴
場
の
開
設
で
し
た
。

陸
軍
軍
医
総
監
を
務
め
た
医
師
・
松

　平
成
30
年
は
、
明
治
改
元
が
布
告

さ
れ
た
明
治
元
年
（
１
８
６
８
）
か

ら
数
え
て
満
１
５
０
年
に
当
た
り
ま

す
。
明
治
期
は
、
近
代
化
へ
の
取
組

み
と
と
も
に
、
現
代
の
日
本
の
基
本

的
な
形
を
築
き
上
げ
て
き
た
時
代
で

す
。
特
に
近
代
国
家
建
設
に
向
け
た

立
憲
政
治
の
確
立
は
重
要
な
施
策

の
一
つ
で
し
た
。
そ
こ
で
、
明
治

１
５
０
年
を
機
に
、
そ
の
意
義
や
歴

史
を
学
び
、
立
憲
政
治
の
確
立
等
に

貢
献
し
た
先
人
の
業
績
を
次
世
代
に

明
治
の
歩
み
を

つ
な
ぐ
、
つ
た
え
る

伊藤博文（右）と大隈重信（左）／明治期の政界をリードした２人の貴重な写真。
明治31年（1898）、大磯の滄浪閣で撮影された。

松本 順


